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1回目平均点 17.4 19.5 21.0














国語 数学 英語 合計 差
全員
第1回 17.4 21 17.4 57.9
第2回 20.6 21.8 18.1 60.5
第2回―第1回 3.2 0.8 0.7 2.6 2.66
上位層
第1回 21.6 21.7 21.3 66.5
第2回 21.8 23.7 22.3 67.8
第2回―第1回 0.2 2 1 1.3 1.24
中位層
第1回 19.7 21.6 17.7 58.9
第2回 20.2 22.2 17.9 60.4
第2回―第1回 0.5 0.6 0.2 1.5 1.4
下位層
第1回 17.1 17.6 13.3 50
第2回 19.7 19.5 14.2 53.4































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































前期GPA 0.66 0.89 0.31 0.34 0.49 0.39 0.28 0.24 0.44 0.41 0.38 0.28 0.50 0.51 0.11
後期GPA 0.93 0.18 0.33 0.31 0.33 0.23 0.28 0.27 0.33 0.25 0.27 0.35 0.38 0.05
1年GPA 0.26 0.37 0.43 0.39 0.28 0.29 0.39 0.40 0.34 0.30 0.45 0.48 0.08
入学時テスト（国） 0.28 0.37 0.62 0.60 0.31 0.25 0.46 0.50 0.30 0.33 0.45 -0.12
入学時テスト（数） 0.61 0.90 0.45 0.66 0.60 0.72 0.26 0.65 0.59 0.68 -0.12
入学時テスト（英） 0.67 0.44 0.42 0.76 0.69 0.41 0.42 0.79 0.74 0.03



























学修行動（時間外学修） -0.02 -0.02 0.30 0.09 0.08 0.05 0.07 0.30 0.10 0.12 0.17
学修行動（バイト時間） -0.08 0.02 0.21 -0.10 -0.15 -0.16 -0.27 0.00 -0.07 -0.15
高校評定値 -0.19 -0.20 0.46 0.23 0.37 0.07 0.15 0.17 0.10
高校欠席回数 0.22 -0.01 0.01 0.00 0.18 0.05 0.02 0.12


















































（時間外学修） 0.00 0.00 -0.09 -0.04 0.06 0.14 -0.02 0.07 0.31 0.08 0.09 0.17 -0.13 -0.06 0.18 0.16 0.30 0.23 0.14
学修行動
（バイト時間） -0.12 -0.11 -0.14 -0.14 -0.05 -0.05 0.02 -0.03 -0.06 0.07 -0.08 -0.03 -0.12 -0.12 -0.06 0.06 0.02 0.00 0.00
高校評定値 0.09 0.20 0.16 0.17 0.23 0.13 0.11 0.19 0.15 0.09 0.14 0.16 0.07 0.10 -0.14 -0.12 -0.07 -0.12 -0.06
高校欠席回数 0.00 -0.14 -0.14 -0.11 0.13 0.05 -0.18 -0.02 0.02 0.05 0.08 0.07 -0.16 -0.16 0.15 0.10 0.21 0.17 0.15











































人数 GPA 学修回数 学修時間 プレテスト ポストテスト プレポス差 単元得点 達成度 全クリ割合
性別
男 76 2.74 57 199.6 56.1 58.6 2.16 12 45％
女 28 2.33 65 263.3 60.9 65.1 4.12 14 68％
進学希望
第一希望 52 2.31 66 248.8 55.2 57.2 1.96 13 58％
第一希望以外 51 2.59 53 188.1 60.9 64.4 2.69 12 45％
暮らし
一人暮らし 31 2.48 55 197.6 58.6 61.1 2.48 11 39％
実家暮らし 72 2.43 62 227.8 57.6 60.4 2.77 13 57％
入試区分
指定校 49 2.38 75 282.2 54.5 57.3 2.79 1261 13 59％
公募推薦 10 1.97 37 108.5 51.4 51.4 -0.20 748 7 20％
AO 3 2.31 20 59.9 60 61.3 1.33 699 7 33％
一般 23 2.72 55 190.2 63.3 66.6 3.23 1346 14 57％
センター 18 2.54 43 180.7 64.4 66.5 2.12 1083 12 44％
留学 1 2.53 2 4.4 42 68 26.0 130 1 0％
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第一希望 第一希望以外 第一希望 第一希望以外
学習回数
学習回数
男 女 男 女
図11．希望別学習回数と時間 図12．希望別学力テスト結果
図13．男女別学習回数と時間 図14．男女別学力テスト結果
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調なドリルに付き合う必要なく終えられるようにと
考えたレベル設定であった。達成率から見て、妥当
なレベル設定であったと考えられる。課題として課
してはいない理科や社会を学修する学生や、前期に
スタンダードコースを学修した学生の存在は、今回
の課題に物足りなさを感じた学生の存在を示唆する。
　年度初めと年度末に行った2回の学力テストの比
較では、3教科とも平均点の増加がみられ、得点の
増加は得点の下位層に顕著であったことは、基礎学
力向上の意味で望ましい結果であった。得点の増加
に関係した要素が明確にはならなかったことは、今
後の課題である。
　IRの一環として、大学の成績、入試区分、2019
年度松本大学学修行動調査などとの関係の検討も
行った。基礎学力の高い第一希望ではなく進学して
きた学生が、入学後も順調に学力を伸ばし、GPA
も高かったということは、第一希望ではなかった大
学での学習意欲の維持という点で喜ばしい結果で
あった。ドリルの学力テストの得点や得点の増加に
関して、学生の性別や、入試区分により一定の特徴
が見られたが、本稿の報告は、あくまで2019年度単
年度の結果でしかなく、あまり詳細を穿ちすぎるこ
とは慎むべきであって、同様の考察の経年変化を見
ていくことが重要であろう。
　教育企画に協力していただいた、総合経営学科と
くに「基礎ゼミ」担当教員チームの皆様に感謝したい。
本研究は松本大学研究倫理委員会の審査を経ている。
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